


エコチル調査
エコチル調査＝エコロジー＋チルドレン調査

環境中の化学物質等が、子どもの健康にどのように影響する
のかを明らかにし、子どもたちが安心して健やかに育つ環境
をつくるために実施

日本全国の約10万組の親子が参加

赤ちゃんがお母さんのお腹の中にいるときから、健康状態
や成長の様子を定期的に調査

2011年から
実施



地図内の数字は
ユニットセンター別の

参加者数
（妊婦のリクルート数）

2022年９月時点の参加者数

子ども 93,697人

参加者率約93％

全国 地域の大学等に

設置されたユニットセンターと

共同で実施中
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開始時の参加者（同意者数） :妊婦 97,448人、父親49,564人
子どもの出生数:100,323人



参加している子どもたちは いま

全員 小学生



約 万組の親子が調査の主役1 0

医学的検査 精神神経発達検査 環境測定

乳歯調査
質問票調査・

子どもアンケート
学童期検査

「お子さん向け調査説明補助資料03」（エコチル調査コアセンター、2022年３月発行）より抜粋して作成

全体調査

（約10万組）

詳細調査

（約5,000人）



伝子の解析もすすめます遺

環境要因

社会要因

遺伝要因生活習慣
要因
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(12月末時点)

そのうち環境中の化学物質等と健康影響との関連についての論文 39 編
（2022年12月末時点）

全国データを用いた論文 編３ ５２

論文成果は環境省
ホームページに

掲載

累計

編



果の活用がはじまっている！成

環境省「健康と環境に関する疫学調査検討会報告書概要」より抜粋して作成



これもみな 参加者のみなさん、

まわりの協力してくださっている

みなさんの おかげ



歳以降の調査を準備中！1 3



健康と環境に関する疫学調査検討会の提言*

13歳以降も調査を展開することが必要

*環境省「健康と環境に関する疫学調査検討会」報告書（令和4年３月29日）

 基本計画の改定
（「子どもの健康と環境に関する全国調査(エコチル調査)基本計画」）

 研究計画書の改定 など

準備中

13歳以降の調査の準備をすすめています



春期の心やからだって？思



ライフコースアプローチラ



歳以降の調査に向けて準備中1 3




